
 

「
日
本
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
同
じ
か
」 

「
靖
国
神
社
と
日
中
友
好
」 

「
中
日
新
聞
投
書
」 
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            様 
この新聞は河村たかし後援会ハトの会の皆様が心を込めて手配
りでお届けしたものです。何とぞ何とぞお読み下さいませ。 

 
 

                                     がお届け 
私                                しました。
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手
配
り
切
手 

一
面
・
表
は
真
面
目
な
話
、
精
一
杯
書
き
ま
し
た
。

二
面
・
裏
は
楽
し
い
行
事
を
い
っ
ぱ
い
書
き
ま
し
た
。 

た
の
が
次
の
文
書
。 

 

記
念
館
に
は
是
非
一
度
行
っ

て
頂
き
た
い
。 

 

す
ご
い
数
の
小
学
生
た
ち
が

１０
台
ほ
ど
の
バ
ス
で
来
て
い

た
。
小
学
生
た
ち
は
ほ
と
ん
ど

無
言
で
３０
万
人
と
い
う
大
標

語
と
と
も
に
日
本
人
の
虐
殺
行

為
を
じ
っ
と
見
な
が
ら
歩
い
て

い
く
。
開
館
以
来
訪
問
者
は
８

０
０
万
人
で
そ
の
内
青
少
年
が

６
０
０
万
人
、
外
国
人
参
観
者

は
日
本
人
が
一
番
多
い
。 

 

「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
日
中
友

手
配
り
ハ
ト
の
会
会
員
、
東
区
四
二
〇
名
、
西
区
四
三
九
名
、
中
区
三
二
九
名
、
北
区
四
三
二

名
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参
加
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

２
雑
誌 

・
月
刊
ア
サ
ヒ
芸
能
エ
ン
タ
メ
『
皆
さ
ん
、
ナ
メ
ら
れ
と
る
よ
！
』
徳
間
書
店
・
毎
月
一
日
発
売 

連
載
中
！
・
ナ
ッ
ク
ル
ズ
『
と
ろ
く
さ
ゃ
ぁ
こ
と
言
や
あ
す
な
！
』
ミ
リ
オ
ン
出
版
社
・
隔
月
十
日
発
売 

河
村
た
か
し
へ
の
手
紙
は
…
〒100

―8981
 

衆
議
院
第
一
議
員
会
館537

号
ま
で 

e-m
ail 

g01403@shugiin.go.jp 

「
邦
丸
ワ
イ
ド
ご
ぜ
ん
さ
ま
」
文
化
放
送
ラ
ジ
オ 

毎
月
第
三
金
曜
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
中
!!
次
回
６
月
１６
日(

金)

9
時
～ 

そ
し
て
１０
年
前
、
父
と
戦
友

が
浄
財
を
募
り
桜
木
１
千
本
を

南
京
に
贈
っ
た
。 

贈
呈
式
は
去
年
死
去
し
た
母

が
体
調
が
優
れ
ぬ
親
父
の
代
わ

り
に
参
加
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
縁
あ
っ
て
戦
友

皆
様
と
河
村
た
か
し
と
、
植
樹

か
ら
１０
年
経
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
再
度
感
謝
の
礼
で
南
京

市
・
棲
霞
古
寺
を
訪
れ
た
。 

温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
亡
父

が
寄
宿
し
た
と
い
う
場
所
に
案

内
さ
れ
中
国
の
温
か
い
心
を
深

好
は
難
し
い
ね
。
」
と
河
村
た
か

し
に
６０
年
前
南
京
市
民
に
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
戦
友
の
一

人
が
ポ
ツ
リ
と
つ
ぶ
や
い
た
。

戦
争
は
最
も
悲
し
い
、
し
か

も
人
類
５
０
０
０
年
の
歴
史
で

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
事
実
。 

 

そ
れ
も
６０
年
前
、
最
も
近
い

過
去
に
人
類
は
全
世
界
で
最
大

の
殺
し
合
い
を
行
っ
た
。 

３
・
日
中
は
あ
く
ま
で
対
等
の

独
立
国
。
Ａ
級
戦
犯
分
祀
を
中

国
の
言
う
よ
う
に
認
め
る
こ
と

は
、
Ａ
級
戦
犯
と
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

を
同
じ
だ
と
自
ら
認
め
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。 

 

日
本
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
決

し
て
同
じ
で
は
な
い
。
３０
万
人

虐
殺
を
自
ら
認
め
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。 

 

南
京
虐
殺
は
本
当
に
存
在
し

た
の
か
、
河
村
た
か
し
は
実
際

に
軍
人
に
会
っ
て
全
力
で
調
査

中
だ
。 

 

河
村
た
か
し
は
南
京
市
役
人

に
こ
の
よ
う
に
話
し
た
。 

 

「
中
国
は
ベ
ト
ナ
ム
に
秦
の

始
皇
帝
以
来
２
０
０
０
年
以
上

に
わ
た
っ
て
侵
攻
し
て
い
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
」 

 

南
京
市
役
人
は
こ
う
答
え

た
。「
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
間
の
こ

と
は
国
際
裁
判
に
か
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
中
国
と
日
本
の
こ
と

は
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
決
ま

っ
た
こ
と
で
す
。
」 

と
な
る
と
Ａ
級
戦
犯
が
祀
ら

れ
て
い
る
か
ら
と
し
て
靖
国
神

社
へ
の
参
拝
は
し
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
南
京
事
件
（
日
本
人

が
中
国
人
を
３０
万
人
虐
殺
）
が

本
当
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
人

が
あ
の
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
抹
殺
し

よ
う
と
し
た
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と

同
じ
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

４
・
た
だ
、
日
本
の
戦
争
指
導

者
（
即
ち
政
府
）
は
ま
ず
日
本

国
民
（
特
に
一
般
市
民
）
に
、

国
策
を
誤
り
地
獄
の
苦
難
を
与

え
た
こ
と
を
謝
罪
補
償
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

そ
れ
が
な
い
か
ら
靖
国
問
題

で
は
国
論
が
割
れ
て
し
ま
う
。

中
国
に
は
お
互
い
に
対
等
な
独

立
国
と
し
て
毅
然
と
し
た
対
応

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日

本
人
は
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
よ
う

な
こ
と
は
絶
対
に
し
て
い
な

い
。
死
ん
だ
親
父
が
終
戦
直
後
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
中
国
・

１
・
４
月
２５
日
か
ら
４
月
２８
日

ま
で
中
国
南
京
訪
問
。 

１０
年
前
に
死
去
し
た
父
が
南

京
で
終
戦
を
迎
え
、
そ
の
直
後

戦
友
と
南
京
近
郊
の
古
刹
・
棲

霞
古
寺
（
せ
い
か
こ
じ
）
で
大

変
お
世
話
に
な
り
、
無
事
日
本

に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。 

棲霞寺を尋ねる前夜、元日本兵が泣いた ――60 年後に 3
名の元日本兵が旧地を訪ねる「もし首相になれたら、必ず日
中友好を促進したい」「南京の皆さんの優しさに感謝」――昨
日、日本衆議院議員河村たかしさんと３名の元日本兵が棲霞
山を尋ねた時、このような言葉を繰り返していた。60 年前、３
名の元日本兵が南京で武装を解除され、日本へ帰るまで、棲
霞寺で半年間を過ごし、南京の皆さんにお世話になって、南
京市民の優しさと心の広さを身を持って感じたと言う。 「60
年前の事を今も覚えているよ」と３名の元日本兵が記者に嘆
いた。南京の方からラーメンの作り方を教わった 79 歳の金
子泰輔さんが 3 名の中で一番若い方。外事局の方の話によ
ると、棲霞寺を訪ねる前夜、この元歩兵 101 旅団の通信兵が
感激して泣いたそうで、「ここに住んでいたのよ」と金子さんが
寺の建物を指差して、教えてくれた。「1946年10月私たち200
人が下関の獅子山から棲霞寺まで歩いて来た。最初は不安
でしたが、捕虜として中国軍に殴られたこともなく、罵られたこ
ともなかった。地元の皆さんも、多分政府の手配でよく野菜な
どを届けてくれて、半分に切った大きな豚肉をもらったことも
あるよ。寺にいた半年間、僧侶も礼儀正しく接してくれた。14、
5 歳の若い小僧と仲よくなって、別れに万年筆を記念にあげ
たこともあるよ。そして小麦粉を持って、寺の近くのラーメン屋
に行って、ラーメンと交換した。ラーメンの作り方も教わった
し、そこの主人は小麦粉を余分にもらったことは一度もなかっ
た。  棲霞山に登ったら、長江が見える。よくここで長江を眺
めて、迎えの船がいつ来るのかと待っていたのよ。」と昔の様
子を振り返る金子さん。もし首相になれたら、必ず日中友好を
促進したい。初めて中国に来た民主党の衆議院議員河村た
かしさんが父親の植えた桜の木がどうなっているのかと気に
なっている。10 年前、父親とほかの元日本兵有志がここで桜
を植えた。「父が生きていたころ、棲霞寺でお世話になったこ
とを何回も言っていたよ。中国の皆さんの優しさと心の広さを
忘れられないと。今日はここに来られて、感激です」人間の腕
ほどの太さに成長した桜の木に触れながら、河村議員が感
無量の様子。10 年前は恩返しでご両親がほかの戦友と一緒
に南京に来て、この木を植えた。「お母様は美しい人でした」
と戦友の皆さんが昔のことを振り返る。「10 年前の苗はもう大
きく育った。我が家にももうすぐ孫が生まれてくる。昔の人情
味のあふれる歴史を今後も孫たちに語り継いで行きたい。今
は日中間に色々問題があるが、人間の心は通じ合えるもの
でしょう。首相をねらう男ですから、もし首相になれたら、必ず
日中友好を促進して、日中友好に貢献したい」と河村議員が
熱っぽく語った。  

2006年 4月 26日  
南京市・棲霞古寺にて 
住職と戦友の皆様と 

２００６．４．２６ 
メ モ 

河村 たかし 
○ 亡父が戦争直後大変お世話になった南京棲霞寺を、父の戦友の皆様と訪

問できてとてもうれしい。昨年亡くなった母が桜を植樹してから 10年に
なり、中国の皆様には大変感謝している。 

○ 日中間には様々な政治課題もあるが、日中関係は深化している。 
○ 靖国神社の参拝については、一国がその戦没者にどう感謝を捧げるかと

いう最も深奥な国家の内政問題であり、日本国内の議論に委せて頂きた

い。ただし、今回の訪問では、いわゆる南京事件記念館も見学します。 
○ 河村たかしの母方の祖母は名古屋空襲で即死し、母は財産をすべて失い、

母の兄弟もガダルカナルで戦死している。 
○ 日本中無差別空襲で焼け野原となり、原爆２つ投下、１００万人規模の

死傷者は大半が一般市民。シベリアでは軍人中心に 50～60 万人が降伏
後に抑留され、1割以上が亡くなった。 

○ 日本と中国の間には不幸な歴史があったが、互いに対等な独立国であり

お互いに大いに友好関係を深めなければならない。 
○ 南京市民の皆様と、両親の戦友の皆様との、かけがえのないご縁を大切

に、日中友好の礎石の一つになる決意です。 

 

東
京
新
聞
↓ 

２
０
０
５
・
１１
・
１６ 

↑
東
京
新
聞 

２
０
０
６
・
３
・
８ 

中日新聞 2006.5.12 

たかし住職

南
京
の
皆
様
。 

 

そ
ん
な
縁
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
中
国
の
行
き
過
ぎ
た
日
本

人
叩
き
は
止
め
て
も
ら
い
た

い
。
あ
の
南
京
事
件
記
念
館
を

見
た
ら
中
国
の
人
々
が
日
本
人

に
復
讐
心
を
持
つ
だ
ろ
う
。 

 

復
讐
を
強
調
す
る
な
ら
日
本

は
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
の
軍
人

墓
地
へ
の
各
国
の
儀
礼
に
も
文

句
を
付
け
ね
ば
な
ら
ん
こ
と
に

な
る
。 

 

原
爆
二
回
、
日
本
中
を
空
襲

し
非
戦
闘
員
を
中
心
に
百
万
人

規
模
の
国
民
を
殺
し
、
名
古
屋

城
と
い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
財

を
空
襲
で
全
焼
さ
せ
た
の
は
誰

だ
。 

５
・「
中
国
が
抗
議
し
て
い
る
か

ら
」
と
言
っ
て
靖
国
参
拝
を
止

め
て
し
ま
う
こ
と
は
決
し
て
真

の
日
中
友
好
に
は
な
ら
な
い
。

 

日
本
国
総
理
大
臣
は
中
国
の

抗
日
施
設
に
も
訪
れ
る
。
し
か

し
、
日
本
は
決
し
て
ユ
ダ
ヤ
人

虐
殺
を
実
行
し
た
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
と
は
異
な
る
こ
と
を
毅
然
と

し
て
主
張
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
う
で
な
い
と
、
大
変
な

誤
解
が
事
実
と
し
て
世
界
に
残

る
こ
と
に
な
っ
た
中
で
、
日
本

人
は
２１
世
紀
を
生
き
る
こ
と

に
な
る
。 

く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
国
南
京
日
報
と
テ
レ

ビ
が
報
道
し
て
く
れ
た
。 

２
・
同
時
に
南
京
事
件
記
念

館
を
訪
問
。
３０
万
人
の
中

国
人
が
日
本
人
に
虐
殺
さ

れ
た
と
中
国
が
い
う
所
だ
。

 

そ
の
後
、
南
京
市
幹
部
と

食
事
会
。
そ
の
際
お
配
り
し

中日新聞 1996.3.8 

日本語訳 

こ
の
新
聞
は
毎
号
本
当
に
河
村
た
か
し
本
人
が
書
い
て
い
ま
す
。
裏
面
・
ワ
ー
プ
ロ
は
秘
書
大
田
、
編
集
河
村

た
か
し
。
印
刷
は
事
務
所
の
リ
ソ
グ
ラ
フ
（
簡
易
印
刷
機
）
に
よ
る
手
づ
く
り
で
す
。 


